
「幽
玄
」
は
ど
こ
か
ら
き
た
の
か

―

中
国
古
典
資
料
に
お
け
る

「幽
玄
」
の
解
明

―

「幽玄」はどこからきたのか ― 中国古典資料における「幽玄」の解明―

は
じ
め
に

日
本
の
中
世
文
芸
に
お
い
て
、
「幽
玄
」
は
極
め
て
重
要
な
概
念
の

一
つ
で

あ
り
、
「も
の
の
あ
は
れ
」
、
「
わ
び
」
、
「
さ
び
」
、
「
い
き

一
と
共
に
、
日
本
美

の
典
型
、
ま
た
は

「
日
本
的
な
る
も
の
」
と
見
な
さ
れ
て
い
る
こ
さ
ら
に
、
多

く
の
研
究
者
は

「幽
玄
」
に
は
他
に
例
の
な
い
独
特
な
意
義
も
存
在
す
る
と
定

義
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
国
文
学
研
究
者
能
勢
朝
次
貧

八
九
四
ヽ
一
九
五
五
年
）

は
自
作

の
中
で
、
「
幽
玄
が
民
族
的
情
操
の
最
高
至
純
の
も
の
で
あ
る
べ
き
」

と
称
し
、
日
本
美
学
の
新
時
代
を
開
い
た
大
西
克
礼

（
一
人
八
八
ヽ
一
九
五
九

年
）
も
、
「
幽
玄
」
を

「崇
高
」
の
派
生
範
疇
ま
た
は
東
洋
の
基
本
的
な
美
的

範
疇
の

一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
た
。

し
か
し
、
「も
の
の
あ
は
れ
」
な
ど
の
概
念
と
違
い
、
「幽
玄
」
と
い
う
言
葉

は
中
国
か
ら
伝
わ

っ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
純
粋
な
漢
語
と
も

い
え
る
。
そ
の

歴
史
を
簡
略
に
述
べ
る
と
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
に
な
る
。

つ
ま
り
、
「幽
玄
」

が
用
い
ら
れ
始
め
た
こ
ろ
に
は
、
こ
の
言
葉
は
宗
教
的
意
味
が
や
や
強
い
用
語

で
あ
り
、
中
国
固
有
の
信
仰
と
関
わ
り
、
現
世
以
外
の
他
次
元
の
世
界
を
指
し

て
い
た
ｃ
そ
の
後
、
徐
々
に
世
俗
化
し
、
仏
典
だ
け
で
は
な
く
、
「
深
遠
・奥
妙
・

難
解
」
を
表
現
で
き
る

一
般
的
な

「形
容
詞
」
と
し
て
も
使
わ
れ
て
い
た
。
ま

さ
に
こ
の
時
期
に
お
い
て
、
こ
の
言
葉
は
中
国
芸
文
類
書
や
漢
訳
仏
典
を
通
じ

て
日
本
に
広
ま
り
、
紀
貫
之
や
藤
原
俊
成
な
ど
の
和
歌
者

・
和
歌
理
論
家
の
関

心
を
引
き
付
け
、
芸
術
領
域
で
用
い
ら
れ
始
め
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
歴
史
上
の
実
情
に
応
じ
、
〈
７
日
わ
れ
わ
れ
が

「幽
玄
」
を
美
学
的
ｏ

哲
学
的
に
分
析
す
る
場
合
に
は
、
も
と
よ
り
起
源
で
あ
る
中
国
の
古
典
資
料
に

お
け
る

「幽
玄
」
の
使
用
例
か
ら
着
手
し
、
こ
の
言
葉
の
本
来
の
意
味
な
い
し

象
徴
的
な
内
容
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
故
、
本
稿
で
は
「幽

玄
」
の
美
学
的

・
哲
学
的
議
論
を
展
開
す
る
こ
と
を
目
的
と
せ
ず
、
中
国
に
お
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け
る

「
幽
玄
」
の
使
用
例
を
ど
の
よ
う
に
正
確
に
解
読
す
る
か
を
考
究
す
る
。

こ
の
問
題
を
取
り
扱
う
際
に
、
例
来
の
研
究
者
は
往
々
に
し
て
類
別
的
分
析
法

を
用
い
、
「幽
玄
」
の
使
用
例
を
道
教
、
仏
教
ま
た
は

一
般
典
籍
に
分
け
、
ジ
ャ

ン
ル
別
に
解
明
し
て
き
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
筆
者
は
そ
の
分
類
法
が

適
当
な
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
と

い
う
の
も
、
「
幽
玄
」
と

い
う
概

念
が
出
現

ｏ
成
立
し
た
ば
か
り
の
中
国
で
は
、
各
宗
教
が
完
全
に
は
成
熟
し
て

お
ら
ず
、
ま
だ
互
い
に
影
響
し
合

っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
本

稿
で
は
、
な
る
べ
く
こ
の
よ
う
な
分
類
法
を
避
け
、
代
わ
り
に

「起
源
―
成
立

―
世
俗
化
」
と
い
う
よ
う
な
歴
史
的
発
展
の
視
点
か
ら
、
中
国
に
お
け
る

「幽

玄
」
を
改
め
て
解
明
し
よ
う
と
す
る
）^

一

「幽
玄
」
の
起
源

「幽
玄
」
と

い
う
語
の
最
初
期
の
使
用
例
に
つ
い
て
、
日
本
学
界
、
特
に
後

世
に
も
引
用
さ
れ
、
「
幽
玄
論
」
の
通
説
を
形
成
し
た

一
九
三
〇
～

一
九
五
〇

年
代
の
数
多
く
の

「幽
玄
論
」
に
お
い
て
は
、
仏
教
学
者
が
初
め
て
こ
の
用
語

を
創
造

・
使
用
し
た
と

一
般
的
に
認
識
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
そ
の
中
の
代

表
者
の

一
人
で
あ
る
能
勢
朝
次
は

一
九
四
四
年
に
出
版
し
た

『幽
玄
論
』
で
「幽

玄
と
い
う
語
は
、
最
初
は
仏
教
学
者
に
よ

っ
て
、
仏
法
の

一深
遠
奥
妙
で
窺
測

し
難
い
』
と
い
う
意
を
示
す
に
用
い
ら
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
が
あ
る
」
と
指

摘
し
、
そ
の
初
出
を
東
晋
の
僧
肇

（三
七
四
～
四

一
四
年
）
の

『宝
蔵
論
」
に

求
め
た
。
と
こ
ろ
が
、
「幽
玄
」
の
使
用
例
が
次
々
と
発
見
さ
れ
る
に
つ
れ
て
、

今
日
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
結
論
を
、
「
幽
玄
」
と
い
う
語
が
漢
訳
仏
典
に
使
わ
れ

る
前
か
ら
既
に
固
定
的
に
使
わ
れ
、
し
か
も
中
国
に
お
い
て
古
代
史
全
般
を
貫

い
て
用
い
ら
れ
て
き
た
、
と
修
正
す
べ
き
で
あ
る
。
具
体
的
な
例
証
は
こ
れ
か

ら
順
次
に
掲
出
す
る
が
、
こ
こ
で
は
ま
ず
形
態
素
と
し
て
の

「
幽
」
や

「玄
」

の
原
字
義
か
ら
み
よ
う
。

中
国
最
初
の
字
義
書
で
あ
る
後
漢
の
許
慎
の

『説
文
解
字
』
２

０
０
年
）

に
は
、
「幽
」
や

「玄
」
を

出
一　
　
隠
也
、
炊
山
嫉
、
舷
亦
啓
。

隠
也
、
山
数
に
炊
ふ
、
数
亦
た
贅
。

含
一　
　
幽
遠
也
、
象
幽
雨

入
覆
之
也
。
黒
而
有
赤
色
者
篤
玄
。
凡
玄
属

皆
状
玄
（）
―
、
古
文
ｃ
幽
遠
た
る
也
、
幽
に
し
て
而
し
て
入
も

て
之
を
覆
ふ
に
象
る
也
。
黒
に
し
て
而
も
赤
色
有
る
者
を
玄
と

篤
す
ｃ
凡
そ
玄
の
周
は
皆
な
玄
に
炊
ふ
。
―
、
古
文
。

と
解
釈
し
て
い
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
、
清
の
段
玉
裁
の
注
を
参
照
す
れ

ば
、
こ
の
熟
語
の
基
本
的
な
意
味
は
明
白
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
「幽
」
は

「
山

十
数
」
の
会
意
文
字

【図
Ｉ
】
で
あ
り
、
色
彩
上
は
黒
色
を
表
現
し
、
「隠
ｏ蔽
・微
」

の
意
味
を
有
し
て
い
る
。
「玄
」
は
金
文
の

「玄
」
【図
Ⅱ
】
か
ら
転
じ
ら
れ
て

お
り
、
色
彩
上
は
黒
赤
色
を
表
現
し
、
「幽
」
の
意
味
を
含
み
、
「隠
」
だ
け
で
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は
な
く
、
「
遠
」
の
意
味
も
備
え
て
い
る
。
そ
の
他
に
、

こ
の

「
幽
玄
」
の
象
形
、
特
に

「
幽
」
に
つ
い
て
、
研

究
者
た
ち
は
す
で
に
山
の
中
に
あ
る
は

っ
き
り
見
え
な

い
炎
の
様
子
な
ど
を
挙
げ
て
説
明
し
て
き
た
。
そ
れ
が

更
に
進
ん
で
言
え
ば
、
「
幽
玄
」
を
山
岳
信
仰
に
お
け

る
人
の
昇
天

・
昇
仙
の
象
徴
と
し
て
考
え
て
も
可
能
で

あ
ろ
う
。
後
文
の
使
用
例
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
「幽

玄
」
は
山
岳
信
仰
や
死
後
の
世
界
と
密
接
な
関
係
を
有

し
て
お
り
、
実
は
古
代
中
国
人
が
想
像
・創
造
し
た

「仙

境
」
の

一
つ
で
も
あ
る
。
こ
こ
で
、
「
幽
」
の
根
幹
で

あ
る

「
数
」
と

い
う
字
を

「
炎
」
で
あ
れ
、
「
天
に
昇

る
た
め
の
糸
」
で
あ
れ
、
ど
ち
ら
か
ら
解
読
し
て
も
、

芸
術
の
源
で
あ
る
巫
術
あ
る
い
は

「
通
霊
」
（神
霊
に

通
じ
合
う
）
の
世
界
に
結
び

つ
い
て
い
る
と
言

っ
て
も

「幽玄」はどこからきたのか ― 中国古典資料における「幽玄」の解明一

過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
こ
う

い
っ
た

「仙
境
」
と
の
　
　
Ａ
Ｘ
Ｕ

金

関
係
を
論
述
す
る
こ
と
は
別
稿
に
譲
り
、
い
っ
た
ん
こ

‖ Ш

こ
で

「
幽
玄
」
の
原
字
義
を

「隠
遠

・
黒
赤
色
を
基
本
と
し
、
重
点
が

『玄
』

に
お
い
て
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
ひ
と
ま
ず
定
義
し
て
お
こ
う
。

こ
の
よ
う
な
文
字
の
構
成
に
対
し
、
谷
山
茂

（
一
九

一
〇
～

一
九
九
四
年
）

は

「極
言
す
れ
ば
、
幽
の
字
は
む
し
ろ
玄
と
い
う
語
を
そ
の
同
音
異
義
の
語
か

ら
識
別
す
る
た
め
に
の
み
添
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
黒
な
ど
と

い
う
義
の
玄
に
対
し
て
深
奥
と
い
う
義
の
玄
を
区
別
す
る
た
め
に
の
み
添
え
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
か
」
と
指
摘
し
、
中
国
の
研
究
者
王
向
遠
も

「幽
と
玄
を
あ

わ
せ
て

一
つ
に
す
る
の
は
同
義
反
復
の
手
法
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
よ
り

精
確
に
言
え
ば
、
Ｖゝ
」
は

「
同
義
連
文
」
の
は
ず
で
あ
る
。
「同
義
連
文
」
と
は
、

考
証
学
の
始
祖
と
さ
れ
て
い
る
清
の
顧
炎
武

（
一
六

一
三
～

一
六
八
二
年
）
が

『日
知
録
』
巻
二
十
四
で
言
及
し
た
修
辞
法
で
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
「
同
義
連
文
」

は
古
代
中
国
語
に
よ
く
あ
る
現
象
で
あ
り
、
「重
言
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
こ
れ
は
、

古
代
文
言
に
お
い
て
、
土思
味
が
同
じ
で
あ
る
か
、
極
め
て
似
通

っ
た
意
味
を
持

っ

て
い
る
二
つ
、
あ
る
い
は
二
つ
以
上
の
単
語
を
組
み
合
わ
せ
、
こ
の
組
み
合
わ

さ
れ
た
単
語
を

一
種
平
等
な
関
係
に
置
き
、
互
い
に
補
足

・
説
明
で
き
る
関
係

を
持
た
せ
る
修
辞
法
で
あ
る
。
こ
の
修
辞
法
を
通
し
て
、
言
語
や
文
章
の
全
体

の
勢

い
を
強
化
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

筆
者
が

「
幽
玄
」
を

「
同
義
連
文
」
と
推
断
し
た
根
拠
は
実
際
の
使
用
例

に
も
求
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
『文
選
』
に
収
め
ら
れ
た
曹
植

（
一
九
二
～

二
三
二
年
）
の

「
七
啓
八
首
井
序
」
（巷
三
十
四
）
に
あ
る

「玄
微
子
隠
居
大

荒
之
庭
」
（玄
微
子
は
大
荒
れ
た
庭
に
隠
棲
し
た
）
と

い
う
句
に
対
し
、
唐
の

李
善

（六
三
〇
～
六
八
九
年
）
は

「玄
微
、
幽
玄
精
微
也
」
（玄
微
は
、

い
わ

ゆ
る
幽
玄
精
微
と

い
う
も
の
で
あ
る
）
と
注
釈
し
た
。
「玄
」
を

「
幽
玄
」
と

書
き
直
し
た
と
い
う
こ
と
を
言
い
換
え
れ
ば
、
す
な
わ
ち
当
時
に
お
い
て

「幽

玄
」
と
「玄
」
は
交
換
可
能
な
言
葉
で
あ
り
、
さ
ら
に
多
く
の
読
者
に
と

っ
て
「幽

玄
」
の
ほ
う
が
口
語
的
で
理
解
し
や
す
い
も
の
で
あ
る
と
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

金文

図I「幽」の象形

彗
甲骨文

図Ⅱ 「玄」の象形
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二

「幽
玄
」
の
成
立

さ
て
、
「
幽
」
と

「玄
」
と
の
連
文
形
は

一
体

い
つ
・
ど
の
よ
う
に
成
立
し

た
の
か
。
管
見
の
限
り
、
後
漢
の
張
衡

（七
八
～

一
三
九
年
）
の

「
鯛
骸
賦
」

（
一
三
七
年
）
が
も

っ
と
も
古

い
使
用
例
に
該
当
す
る
。
以
下
で
は
、
原
文
の

一
部
を
掲
出
す
る
。

張
平
子

（中
略
）
顧
見
欄
骸
、
委
干
路
労
。
下
居
洪
壌
、
上
負
玄
霜
。

平
子
恨
然
而
問
之
日
、
子
将
並
糧
推
命
、
以
夭
逝
乎
ｃ
本
喪
此
土
、
流
遷

末
手
ｃ
為
是
上
智
、
為
是
下
愚
。
為
是
女
人
、
為
是
丈
夫

）^
干
是
粛
然
有

霊
、
但
聞
神
響
、
不
見
其
形
。
答
日
、
吾
宋
人
也
、
姓
荘
名
周

）́
遊
心
方

外
、
不
能
自
修
ハ）
壽
命
終
極
、
末
此
玄
幽
。
（下
線
は
筆
者
”ヽ
・よ
り
、
下
同
。）

「
欄
骸
」
は
も
と
も
と
頭
蓋
骨
の
意
味
で
あ
り
、
の
ち
に
風
雨
に
さ
ら
さ
れ

て
肉
が
す

っ
か
り
な
く
な

っ
た
全
身
の
骨
格
を
広
く
指
し
て
い
る
。
こ
の

「
冊

膜
」
の
イ
メ
ー
ジ

ｏ
モ
チ
ー
フ
は

一荘
子

・
外
篇

・
至
楽
」
で
初
め
て
導
入
さ

れ
、
今
日
に
至
る
ま
で
中
国
文
学
芸
術
史
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た

）^
こ
の

よ
う
な

「
燭
骸
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
著
名
な
文
芸
作
品
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な

い
が
、曹
植
の

「
冊
骸
説
」
、
呂
安
の

「
鯛
腰
賦
」
と
い
う
漢
魏
の
詩
賦
が
あ
り
、

「
謁
骸
幻
戯
図
」
【図
Ⅲ
】
と
い
う
宋
の
李
嵩
の
扇
画
も
現
存
し
て
い
る
。

張
衡
の

「
冊
骸
賦
」
は
ま
さ
に
そ
の
中
の

一
つ
で
あ
り
、
「
荘
子
嘆
冊
骸
」

の
物
語
か
ら
翻
案
し
、

自
己
と
冊
骸
の
「荘
周
」

と

の
対
話
を

め
ぐ

っ

て
展
開
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
こ
で
の
「玄
幽
」

は
現
世
と
違

い
、
声
は

聞
こ
え
る
が
、
形
が
見

え
な
い
不
可
思
議

・
神

秘
的
な
世
界

（粛
然
有

霊
、
但
聞
神
響
、
不
見

其
形
）
で
あ
り
、
「
荘
周
」
が
命
極
ま

っ
た
後

（寿
命
終
極
）
に
来
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
こ
こ
で
見
逃
す
べ
き
で
な
い
の
が
、
こ
の

「玄
幽
」
の
世
界
は
あ
る

意
味
で
死
後
の
世
界
と
同
様
な
も
の
で
あ
る
も
の
の
、
す
べ
て
の
人
が
死
に
さ

え
す
れ
ば
到
達
で
き
る
世
界
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
死
者
の
「荘
周
」

は
も
ち
ろ
ん

一
般
的
な
人
物
で
は
な
く
、
存
命
中
す
で
に
現
世
以
外
の
こ
と
に

強
く
憧
れ
、
し
か
も
そ
う

い
っ
た
思
い
を
抱
い
て
い
る
自
身
を
修
め
る
こ
と
が

で
き
な
か

っ
た

（遊
心
方
外
、
不
能
自
修
）
た
め
、
死
ん
だ
後
に
こ
の
世
界
に

来
た

（壽
命
終
極
、
末
此
玄
幽
）
の
で
あ
る
。

も
し

「玄
」
と

「幽
」
と
の
連
文
形
で
あ
る

「玄
幽
」
を
使

っ
て
、
現
世
と

違
う
あ
の
世
を
指
す
こ
と
が

一
種
の
偶
然
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
張
衡

の

「
鯛
骸
賦
」
に
続
い
て
多
く
現
れ
た

「幽
玄
」
の
使
用
例
は
正
し
く
こ
の
言

図Ⅲ 李嵩 《謁骸幻戯図》26.30cm× 27cm
北京故宮博物院蔵
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葉
の
正
式
な
成
立
を
語

っ
て
い
る
。
例
を
挙
げ
な
が
ら
見
て
い
こ
う
。

（
一
）
天
道
易
分
我
何
穀
、
棄
萬
乗
今
退
守
蕃
。

逆
臣
見
迫
分
命
不
延
、
逝
持
去
汝
分
適
幽
玄
。

（巻
十
下
。何
皇
后
紀
）

（
一
）
は

「悲
歌
」
と

い
う
東
漢
の
少
帝

ｏ
劉
排

（
一
七
三
～

一
九
〇
年
）

の
作
で
あ
る
。
い」
の
歌
は
彼
が
毒
酒
を
飲
ん
で
い
る
際
に
詠
じ
た
も
の
で
あ
り
、

「
私
が
逆
臣
に
迫
ら
れ
て
命
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
、
こ
れ
か
ら
君
を

離
れ
て
幽
玄
の
世
界
に
行
く
」
（逆
臣
見
迫
分
命
不
延
、
逝
特
去
汝
今
適
幽
玄
）

と
、
自
分
の
苦
難
な
人
生
を
悲
嘆
し
、
愛
妻
の
唐
姫
と
別
れ
た
時
の
悲
し
み
を

表
し
た
歌
で
あ
る
。
こ
こ
に
あ
る

「幽
玄
」
は
死
後
世
界
と
し
て
理
解
さ
れ
て

も
問
題
な
い
だ
ろ
う
。

（三
）
五
嶽
降
神
、
四
漬
柄
霊
。
雨
儀
釣
陶
、
参
合
大
成
。
（中
略
）

無
所
燿
灼
、
有
求
幽
玄
。
（巷
三
・
詩
）

（三
）
は
晋
の
陸
雲

（二
六
二
～
三
〇
三
年
）
の

「贈
顧
尚
書
」
と
い
う
賦
文

で
あ
る
。
『文
心
離
龍
』
（五
〇
〇
年
頃
）
に
よ
れ
ば
、
陸
雲
は

「郎
練
に
し
て
、

識
を
以
て
乱
を
検
す
。
故
に
能
く
采
を
布
く
こ
と
鮮
浄
に
し
て
、
短
篇
に
敏
な

り
」
（士
龍
郎
練
、
以
識
検
乱
、
故
能
布
采
鮮
浄
、
敏
干
短
篇
）
（巷
九

ｏ
才
略

「幽玄」はどこからきたのか ― 中国古典資料における「幽玄」の解明―

第
四
十
七
）
と
い
う
人
物
で
あ
る
。
確
か
に

『文
心
離
龍
』
の
著
者
で
あ
る
劉

認

（四
六
五
頃
～
五
三
二
年
頃
）
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
「贈
顧
尚
書
」
と

い
う
文
を
は
じ
め
、
『陸
雲
集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
は
ほ
ぼ
簡
潔
な
四
字

の
文
体
で
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
『楚
辞
』
か
ら
強
い
影
響
を
受
け
た
様
子
が

見
受
け
ら
れ
る
。
「顧
尚
書
」
が
歴
史
上
の
ど
の
人
物
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、

文
章
で
直
接
説
明
が
な
い
が
、
当
時
の
文
壇
の
実
態
か
ら
推
測
す
れ
ば
、
「朱

・

張

・
顧

・
陸
」
と
い
う
呉
地
の
四
大
名
門
の
顧
家
の
一
人
で
あ
る
可
能
性
が
高

い
。
こ
こ
で
引
用
し
た
も
の
は
、
主
に
天
地
が
作
ら
れ
た
時
の
様
子
に
対
す
る

描
写
で
あ
る
。
こ
れ
は
当
時
の
文
壇
に
よ
く
あ
る
方
法
で
あ
る
。
当
時
の
文
壇

で
は
、
人
を
褒
め
る
際
に
、
ま
ず
彼
が
誕
生
し
た
時
の
天
地
の
奇
異
を
強
調
し
た
。

こ
の
場
に
お
け
る

「幽
玄
」
は
い
わ
ゆ
る
真
黒

（無
所
畑
灼
、
「畑
灼
」
と
は
光

線
が
強
く
照
ら
す
様
子
）
の
中
に
あ
る
わ
ず
か
な
光
明
の
こ
と
で
あ
り
、
死
後

世
界
と
微
妙
に
違
い
、
世
界
や
人
が
誕
生
す
る
直
前
の
世
界
を
意
味
し
て
い
る
。

（三
）
東
王
西
母
無
極
先
君
、
乗
氣
鳳
翔
去
此
幽
玄
。

澄
於
太
素
、
不
在
人
間
。
（弘
明
巷
十
四
）

（三
）
は
東
晋
の
僧
侶
で
あ
る
竺
道
爽
が
撰
し
た

「檄
太
山
文
」
で
あ
る
。

字
義
通
り
に
読
め
ば
、
こ
の
文
章
は
当
時

「太
山
」
（太
山
＝
泰
山
）
を
占
め

た

「妖
鬼
」
を
糾
弾
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
実
は
仏
道
二
教
が
互
い
に
泰
山
の

主
導
権
を
奪
い
合

っ
た
様
子
を
明
確
に
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
の
「幽
玄
」
は
、
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明
ら
か
に
現
世
で
は
な
く
、
「東
王
西
母
無
極
先
君
」
が
気
に
乗

っ
て
鳳
凰
の

よ
う
に
飛
ん
で
行
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。

以
上
の
三
例
は
す
べ
て

「名
詞
」
と
し
て
、
現
世
と
違
う
他
次
元
の
世
界
を

意
味
し
て
い
る
。
こ
の
他
次
元
の
世
界
に
対
し
て
、
あ
る
研
究
者
は

「
黄
泉
」

と
解
読
し
て
い
る
が
、
実
は
そ
う
で
は
な
い
。
『周
易
』
か
ら

「
天
玄
而
地
黄
」

（巷
二
ｏ坤
）
と
い
う
名
句
が
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
後
漢
の
荀
爽

（
一
二
八

～

一
九
〇
年
）
は

「
天
と
い
う
も
の
は
陽
、
東
北
か
ら
始
ま
り
、
故
に
色
が
玄

な
り
。
地
と

い
う
も
の
は
陰
、
西
南
か
ら
始
ま
り
、
故
に
色
が
黄
な
り
」
（天

者
陽
、
始
於
東
北
、
故
色
玄
也
。
地
者
陰
、
始
於
西
南
、
故
色
黄
也
）
と
注
釈

し
て
い
る
ｃ
ま
た
他
に
も
、
「夫
れ
至
人
は
、
上
青
天
を
窺

い
、
下
黄
泉
に
潜
み
」

（夫
至
上
人
者
、
上
窺
青
天
、
下
潜
黄
泉
）
亀
列
子

・
皇
帝
篇
じ

や

「
上
は
碧

落
を
窮
め
、
下
は
黄
泉
、
両
処
茫
茫
と
し
て
皆
見
え
ず
」
（上
窮
碧
落
下
黄
泉
、

両
処
茫
茫
不
可
見
Ｉ
白
楽
天

「長
恨
歌
し

の
よ
う
な
例
が
あ
る

）^
さ
ら
に

『左

伝
・昭
公
七
年
』
な
ど
に
あ
る
記
載
に
よ
れ
ば
、
以
下
の
事
実
も
掲
示
で
き
よ
う
。

つ
ま
り
、
中
国
の
原
始
信
仰
に
は
魂

・
塊

・
形

・
気
と
い
う
よ
う
な
観
念
が
存

在
し
、
人
の
誕
生
は
天
か
ら
の
精

（魂
）
と
地
か
ら
の
形

（塊
）
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。
逆
に
、
人
が
死
ぬ
時
も
そ
う
で
あ
り
、
魂
は
天
に
昇
仙
し
、
塊
は
地

に
沈
み
込
ん
で
鬼
に
な
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
「
幽
玄
」
を

「
黄
泉
」
と
簡
単

に
解
読
で
き
な
い
ば
か
り
か
、
「
黄
泉
」
と
相
対
す
る
概
念
と
見
な
す
べ
き
で

あ
る
。
た
だ
し
、
「幽
玄
」
を

「
天
皇
目
天
・碧
落
」
と
も

一
括
し
て
言
え
な
い
。

例
え
ば

『列
子
』
に
は
、
天
地
宇
宙
の
形
成
を

夫
有
形
者
生
於
無
形
、
則
天
地
安
従
生
。
故
日
、
有
太
易
、
有
太
初
、
有
太
始
、

有
太
素
。
太
易
者
、
未
見
氣
也
。
太
初
者
、
氣
之
始
也
。
太
始
者
、
形
之
始
也
。

太
素
者
、
質
之
始
也
。
氣
形
質
具
而
未
相
離
、
故
曰
渾
冷
。
渾
冷
者
、
言
萬

物
相
渾
冷
而
未
相
離
也
。
（天
瑞
仕こ

夫
れ
有
形
の
者
は
無
形
に
生
ず
、
則
ち
天
地
安
れ
よ
り
生
ず
る
や
。
故
に

日
わ
く
、
太
易
有
り
、
太
初
有
り
、
太
始
有
り
、
太
素
有
り
。
太
易
は
、
未

だ
気
を
見
ざ
る
な
り
。
太
初
は
、
気
の
始
め
な
り
。
太
始
は
、
形
の
始
め
な

り
。
太
素
は
、
質
の
始
め
な
り
。
気
形
質
具
わ

っ
て
未
だ
相
離
れ
ず
、
故
に

渾
冷
と
日
う
。
渾
冷
は
、
万
物
相
渾
冷
し
て
、
未
だ
相
離
れ
ざ
る
を
言
う
な

り
。
（天
瑞
篇
）

と
説
明
し
て
い
る
。
仮
に
図
式
的
に
表
現
す
れ
ば
、す
な
わ
ち
天
地
生
成
は
【図

Ⅳ
】
の
よ
う
に
、
太
易
か
ら
渾
冷

ま
で
の
五
つ
の
段
階
を
経
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
を

踏
ま
え
た
上
で
、
さ
ら
に

（三
Ｙ

（
四
）
に
あ
る

「
太
素
に
澄
ん
で

い
る
」
（澄
於
太
素
）
と

「
幽
玄

は
太
素

の
上
に
あ
る
」
（太
素
在

幽
玄
之
上
）
と
い
う
描
写
か
ら
、

却

(気の始ま り)

●

爆

"の
始まり)

●
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（四
）
大
洞
玉
紅
日
、
太
素
在
幽
玄
之
上
、
九
宮
列
金
門
於
太
素
之
天
。

（巷
六
百
七
七
）

「
幽
玄
」
は
、
ま
だ
天
地
が
互
い
に
分
か
た
れ
る
以
前
の

「
渾
冷
」
と

い
う

状
態
に
近
い
と
結
論
づ
け
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
字
義
か
ら
見
れ
ば
、
「
渾
」

と
は
入
り
混
じ

っ
て
渾
然

一
体
の
さ
ま
で
あ
り
、
「
冷
」
と
は
水
が
ぐ
る
ぐ
る

流
転
し
て
分
か
れ
な
い
さ
ま
で
あ
る
。
「
渾
冷
」
は
す
な
わ
ち

「陰
陽
」
の
二

元
気
が
ま
だ
分
か
れ
な
い
混

一
の
状
態
を
指
し
て
い
る
。
こ
う
い
う
陰
陽
二
元

論
は
中
国
の
儒
道
両
家
が
共
有
し
て
い
る
宇
宙
の
生
成
論
で
あ
り
、
『老
子
』
、

『周
易
』
、
『荘
子
』
に
も
似
た
も
の
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
い」
の
「
渾

冷
」
の
境
地
を
神
話
あ
る
い
は
山
岳
信
仰
に
お
い
て
象
徴
的
に
い
え
ば
、
も
と

よ
り
塊
が
沈
下
し
て
い
く

「黄
泉
」
で
は
な
く
、魂
が
昇
天
し
て
く
る

「仙
界
」

の
は
ず
で
あ
る
。
あ
る
場
合
、
昆
苓
山
や
泰
山
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
と
言

っ

て
も
差
支
え
な
い
。

〓
一

「幽
玄
」
の
世
俗
化

ま
た
周
知
の
と
お
り
、
中
国
の
古
代
に
お
い
て
祭
祀
は
重
要
視
さ
れ
、
帝
王

は
特
に
庶
民
と
異
な
り
、
祖
先
以
外
に
天
地
を
祀
る
権
利

・
義
務
を
有
し
て
い

る
。
こ
れ
は
、
（五
）
の
例
と
関
わ

っ
て
い
る
。

「幽玄」はどこからきたのか 一 中国古典資料における「幽玄」の解明―

（五
）
登
昆
命
、
上
層
城
。
（中
略
）

明
明
聖
帝
、
龍
飛
在
天
。
典
霊
合
契
、
通
徳
幽
玄
。

（巷
三
二
・柴
志
）

（五
）
は
成
公
綾

（
二
三

一
～
二
七
三
年
）
が
晋
武
帝
司
馬
炎
泰
始
五
年

（
二
六
九
年
）
に
作

っ
た

「
正
旦
大
会
行
礼
歌
」
で
あ
り
、
王
都
の
郊
外
に
天

地
神
を
祭
祀
す
る
た
め
に
使
う
楽
府
の
歌
で
あ
る
。
「
幽
玄
」
に
言
及
し
た
も

の
を
含
め
、
全
部
で
十
五
首
あ
る
。
内
容
は
例
の
よ
う
に
天
地

へ
の
功
績
の
報

告

・
宣
告
に
す
ぎ
な
い
が
、
最
後
に

「賢
明
た
る
聖
帝
は
、
龍
に
乗

っ
て
天

ヘ

飛
ぶ
。
神
霊
に
通
じ
合
い
、
徳
は
幽
玄
の
よ
う
で
あ
る
矢
明
明
聖
帝
、
龍
飛
在
天
。

典
霊
合
契
、
通
徳
幽
玄
）
と
晋
武
帝
の
高
徳
を

「幽
玄
」
で
讃
え
る
の
は
前
例

が
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
例
は
、
先
の
節
で
挙
げ
た
用
例
と
同
じ
く
、
宗

教
的

・
象
徴
的
色
彩
を
十
分
に
満
た
し
て
い
る
と
は
い
え
る
。
し
か
し
、
こ
こ

で
こ
の
例
を
特
筆
す
べ
き
も
の
と
し
て
採
り
上
げ
た
の
は
、
先
の
節
で
挙
げ
た

も
の
と
異
な
る

「幽
玄
」
の
意
味
的
変
容
に
あ
る

「世
俗
化
」
と
い
う
傾
向
が

示
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
晋
以
降
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
が
ま
す
ま
す
明
ら

か
に
な
り
、
唐
に
な

っ
て
よ
う
や
く
価
値
的

・
評
価
的
意
味
の
用
語
に
変
容
し

た
。
そ
れ
で
は
、
い
く

つ
か
代
表
的
な
も
の
を
挙
げ
よ
う
。

（六
）
裁
書
悔
日
、
夫
大
乗
佛
教
者
、
佛
法
之
中
究
克
説
也
。

名
味
沢
絶
、
理
致
幽
玄
。
（巷
甲
無
垢
友
故
事
）
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（六
）
は

『大
唐
西
域
記
』

（六
四
六
年
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る

「
無
垢
友
」

と
い
う
人
物
の
物
語
で
あ
る
。
彼
は
大
乗
仏
法
を
誹
謗
し
た
後
、
突
然
気
が
狂

い
、
血
も
止
ま
ら
な
く
な

っ
た
。
結
局
、
死
ん
で
し
ま

っ
た
が
、
死
ぬ
前
に
、

彼
は
悔
や
ん
で
大
乗
仏
法
の
理
が

「幽
玄
＝
深
遠

・
奥
妙

・
難
解
」
の
極
ま
り

で
あ
る
と
認
め
た
。
（六
）
の
よ
う
な
使
用
例
は
た
だ
こ
の

一
例
の
み
で
は
な

く
、
『大
唐
西
域
記
』
に
ほ
か
の
三
例

（巷
四
、
八
、
十
二
）
が
あ
り
、
別
の
仏

典
に
も
豊
富
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
こ
の
場
合
に
使
わ
れ
た

例
は

（
一
）
～

（五
）
に
掲
出
し
た
も
の
と
ず
い
ぶ
ん
異
な
り
、
老
荘
道
家
に

お
け
る
宇
宙
的

・
存
在
論
的
意
味
で
の
運
用
で
は
な
く
、
価
値
的
意
味
で
仏
法

の
絶
対
性

・
真
理
性
を
説
く
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
も

っ
と
も
知
ら
れ
て
い
る
例
と
し
て
は
李
善
が

『文
選
』
に
下
し
た

注
釈
で
あ
る
。

（七
）
「玄
微
子
隠
居
大
荒
之
庭
。
」
（曹
子
建

・
七
啓
八
首
並
序
）

李
善
註
、
玄
微
、
幽
玄
精
微
也
（）
『山
海
経
』
日
、
大
荒
之
中
有
山
、

名
曰
大
荒
之
山
、
日
月
所
入
、
是
謂
大
荒
之
野
中
也
ｃ

（巷
一一一十
四
）

（八
）
「且
人
君
以
玄
獣
為
神
、
清
泊
為
徳
（ご

（楊
子
雲
・
長
尋
賦
並
序
）

李
善
註
、
玄
獣
、
謂
幽
玄
悟
獣
也
。
（巷
九
）

（九
）
「神
功
無
紀
、
作
物
何
称
。
」
（任
彦
昇
・
到
大
司
馬
記
室
崚
）

李
善
註
、
言
、
聖
徳
幽
玄
、
同
夫
二
者
、
既
無
功
而
可
紀
、
亦
何
名

而
可
称
。
荘
子
日
、
神
人
無
功
、
聖
人
無
名
。
司
馬
彪
日
、
神
人
無

功
、
言
修
自
然
不
立
功
也
。
聖
人
無
名
、
不
立
名
也
。
（巷
四
十
）

（七
）
と

（八
）
は
李
善
が
曹
植
の

「
七
啓
八
首
並
序
」
お
よ
び
楊
雄

（前

五
三
～

一
八
年
）
の

「長
尋
賦
並
序
」
に
下
し
た
注
釈
で
あ
り
、
同
じ
く

「玄
」

と
い
う
字
を

「幽
玄
」
に
書
き
直
し
た
。
前
述
の
ご
と
く
、
い」
れ
は

「玄
」
よ
り
、

「幽
玄
」
の
ほ
う
が
口
語
感
や
表
現
力
が
強
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
曹
植
や
楊
雄

が
生
き
て
い
た
漢
魏
に
は

「幽
玄
」
が
ま
だ
普
及
し
て
い
な
か
っ
た

一
方
で
、
唐

に
な
っ
て
か
ら

「幽
玄
」
が
す
で
に
人
々
に
よ
く
理
解
さ
れ
る
言
葉
に
な
っ
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
を
別
に
し
て
、
（八
）
に
あ
る

「玄
獣
為
神
」
と

（九
）

に
あ
る

「聖
徳
幽
玄
」
に
着
日
し
よ
う
。
「玄
獣
」
と

「清
泊
」
は
人
君

・
君
主

が
聖
人
と
し
て
備
え
る
べ
き
素
質
で
あ
り
、
美
が
人
格
の
上
に
表
象
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
人
格
の
美
は
中
国
の
古
典
美
学
に
お
い
て
常
に
形
式
の

美
と
同
じ
く
重
要
な
位
置
を
占
め
、
鑑
賞
の
対
象
の
一
つ
と
見
な
さ
れ
た
。
さ
ら

に
、
そ
の
中
の

一
部
は
魏
晋
南
北
朝
時
代
に
人
物
の
批
評
用
語
か
ら
文
芸
の
批

評
用
語
へ
転
じ
た
。
こ
の
人
格
上
の
最
高
の
美
は

『老
子
・能
篤
十
章
』
で
「玄
徳
」

生
而
不
有
、
篤
而
不
侍
、
長
而
不
宰
、
是
謂
玄
徳
。

生
じ
て
而
も
有
せ
ず
、
為
し
て
侍
ま
ず
、
長
と
な
り
て
而
も
宰
た
ら
ざ
る
、

是
れ
を
玄
徳
と
謂
う
。
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と
総
じ
て
称
さ
れ
る
。
「聖
徳
幽
玄
」
は
即
ち
こ
の
よ
う
な
人
格
美
の
最
高
位
の

「玄
徳
」
か
ら
転
じ
ら
れ
、
君
主

へ
の
上
表
文
の
常
用
語
と
し
て
よ
く
見
ら
れ
る
。

そ
の
他
に
、
（十
）
と

（十

一
）
の
よ
う
に
、
人
の
学
問
や
文
章
を
評
価
す

る
際
に
使
う
用
例
も
あ
る
。

（十

一
）
季
生
學
業
幽
玄
、
且
道
跡
至
勝
、
乃
営
在
巷
之
上
首
耶
。

（巷
十
七
握
真
輔
第

一
）

（十
二
）
研
文
較
幽
玄
、
呼
博
勝
雄
快
。

（巷
八
雨
中
寄
孟
刑
部
幾
道
聯
句
）

（十

一
）
は
梁
の
陶
弘
景

（四
五
六
～
五
三
六
年
）
が
著
し
た

『真
詰
』
の
「握

真
輔
第

一
」
か
ら
の

一
句
で
あ
る
。
ビゝ
」
で
、
「季
生
」
と
い
う
人
物
の
学
業
を
「幽

玄
」
と
評
価
し
て
い
る
が
、
空
想
上
の
人
物
で
あ
る
た
め
、
学
業
の
具
体
的
な

特
徴
を
捉
え
が
た
い
。
と
こ
ろ
が
、
（十
二
）
を
見
れ
ば
、
そ
れ
は
明
瞭
に
な
る
。

こ
れ
は
韓
愈

（七
六
八
～
八
二
四
年
）
が

「江
陵
塚
曹
」
（江
陵
節
度
使
の
補
佐
）

か
ら

「
国
子
博
士
」
（国
子
監
の
教
員
、
正
五
品
上
）

へ
昇
進
し
た
唐
憲
宗
元

和
元
年

（八
〇
六
年
）
に
作
り
、
「聯
句
」
の
も
う

一
人
の
作
者
で
あ
る
孟
郊

（七
五

一
～
人

一
四
年
）
と
唱
和
し
た

一
句
で
あ
る
。
や
や
誤
解
さ
れ
や
す
い

が
、
タ
イ
ト
ル
に
記
さ
れ
て
い
る

「孟
刑
部
幾
道
」
は
孟
郊
の
族
叔
父
で
あ
る

孟
簡

（生
年
不
詳
～
八
二
三
年
、
字
は
幾
道
）
を
指
し
て
い
る
も
の
の
、
具
体

的
な
内
容
に
触
れ
て

「雄
快
」
や

「幽
玄
」
と
称
賛
さ
れ
て
い
る
部
分
は
、
す

「幽玄」はどこからきたのか 一 中国古典資料における「幽玄」の解明一

べ
て
孟
郊
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
例
に
対
し
て
、
谷
山
茂
は

そ
の

「幽
玄
」
は
ま
た
次
の

「雄
快
」
と
の
対
比
で
、
文
章
の
含
蓄
な

い
し
滋
味
の
深
さ
美
妙
さ
を
意
味
し
、
す
で
に
美
的
風
趣
の

一
様
式
を

い
っ
た
も
の
と
受
け
と
め
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
幽
玄
は
、

も
は
や
仏
教
や
老
荘
の
哲
理
な
ど
と
は
か
か
わ
り
も
な
く
、　
一
般
的
な
い

し
文
学
的
に
、
し
か
も
文
章
の
風
姿
を
対
象
と
し
て
、
用
い
ら
れ
た
例
と

い
え
る
。

と
い
う
明
快
な
解
説
を
下
し
た
。
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
日
本
的
幽
玄
の
評
価
と

し
て
正
し
い
も
の
は
、
必
ず
し
も
中
国
に
お
け
る

「幽
玄
」
の
実
情
に
合
う
と

は
言
え
な
い
。
唐
代
に
お
い
て
、
仏
教
と
老
荘
思
想
が

「仏
老
」
と
併
称
さ
れ
、

人
々
に
愛
さ
れ
て
い
た
の
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
さ
ら
に
士
大
夫
の
間
に
、

「仏
老
」
を
正
統
の
儒
学
と

一
緒
に
習
得
す
る
こ
と
は

一
時
の
風
尚
と
な

っ
た
。

『旧
唐
書
』
巻

一
百
六
十
に
よ
れ
ば
、
孟
郊
は
そ
の
う
え
、
若

い
時
に
仏
教
の

重
鎮
で
あ
る
嵩
山
に
隠
居
し
、
「虎
士
」
と
自
称
し
た

（孟
郊
者
、
少
隠
於
嵩

山
、
称
虎
士
）
人
物
で
あ
る
。
韓
愈
が
彼
の
文
章
を

「幽
玄
」
（研
文
較
幽
玄
）

と
称
し
た
の
は
、
主
に
こ
こ
か
ら
で
あ
り
、
文
章
に
あ
る
宗
教
的
色
彩

・
哲
理

性
が
強
く
、
容
易
に
理
解
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
こ
れ

は

一
種
の
賛
美
で
あ
り
、
仏
典
に
お
け
る
運
用
と
似
た
よ
う
な
価
値
的
な
概
念

と
な

っ
て
い
る
が
、
「美
的
風
趣
の

一
様
式
」
に
は
ま
だ
及
ば
な
か

っ
た
こ
と
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も
事
実
で
あ
ろ
う
。
遺
憾
な
こ
と
で
あ
る
が
、
他
の
唐
代
の
才
俊
、
例
え
ば
酪

賓
王

（六
四
〇
頃
～
六
人
四
頃
）
や
元
棋

（七
七
九
～
八
三

一
年
）
も

「幽
玄
」

の
使
用
例
を
残
し
た
と
言
う
こ
と
は
で
き
る
が
、
同
じ
く
上
例
を
超
え
ず
、
詩

文
の
様
式

・
風
体

・
情
趣
に
対
し
て
の
評
価
で
は
な
い
。
他
方
、
後
代
の
詩
文

や

『
二
十
四
詩
品
』
な
ど
の
中
国
の
芸
文
理
論
書
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な

い
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
こ
こ
で
は
、　
一
々
列
挙
す
る
こ
と
を
省
略
す
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
中
国
に
お
け
る

「幽
玄
」
の
使
用
を

「起
源
―
成
立
―
世
俗
化
」
に

分
け
て
説
明
し
て
き
た
。
い」
の
よ
う
な
歴
史
的
使
用
あ
る
い
は
意
味
的
変
容
は
、

実
は
中
国
各
時
期
の
宗
教
の
発
展
、
特
に
老
荘
思
想
の
盛
衰
と
密
接
に
関
係
し

て
い
る
。
す
で
に
様
々
な
方
面
か
ら
証
明
し
た
よ
う
に
、
一
幽
玄
」
と

い
う
言

葉
は
、
ま
さ
に

「玄
」
と
い
う
老
荘
思
想
あ
る
い
は
道
家

・
道
教
の
キ
ー
ワ
ー

ド
を
強
化

・
国
語
化
さ
せ
る
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
語
に
含
ま

れ
て
い
る
神
秘
性
な
い
し
象
徴
的
な
意
味
も
主
に

「玄
」
と
関
連
し
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
『老
子
」
に
は
、

道
可
道
、
非
常
道
。
名
可
名
、
非
常
名
。
無
名
天
地
之
始
、
有
名
萬
物

之
母
。
故
常
無
欲
以
観
其
妙
、
常
有
欲
以
観
其
微
。
此
雨
者
同
出
而
異
名
。

同
謂
之
玄
。
玄
之
又
玄
、
衆
妙
之
門
。
（催
道
第

こ

道
の
道
う
可
き
は
、
常
の
道
に
非
ず
。
名
の
名
づ
く
可
き
は
、
常
の
名

に
非
ず
。
名
無
き
は
、
天
地
の
始
め
に
し
て
、
名
有
る
は
、
万
物
の
母
な

り
。
故
に

「常
に
欲
無
き
も
の
、
以
て
其
の
妙
を
観
、
常
に
欲
有
る
も
の
、

以
て
其
の
微
を
観
る
」
。
此
の
両

つ
の
者
は
、
同
じ
き
よ
り
出
で
た
る
も

而
も
名
を
異
に
す
。
同
じ
き
も
の
は
之
を
玄
と
謂
う
。
玄
の
又
玄
、
衆
妙

の
門
な
り
。
（催
道
第

こ

視
之
不
見
、
名
曰
夷
。
聴
之
不
聞
、
名
曰
希
。
博
之
不
得
、
名
曰
微
。
（中

略
）
其
上
不
敬
、其
下
不
味
。
組
組
不
可
名
、復
婦
於
無
物
。
是
謂
無
状
之
状
、

無
物
之
象
。
是
篤
忽
悦
。
迎
之
不
見
首
、
随
之
不
見
其
後
。
（賛
玄
第
十
四
）

之
を
視
れ
ど
も
見
え
ざ
る
、
名
づ
け
て
夷
と
日
う
。
之
を
聴
け
ど
も
聞

こ
え
ざ
る
、
名
づ
け
て
希
と
日
う
。
之
を
博
う
れ
ど
も
得
ざ
る
、
名
づ
け

て
微
と
日
う
。
（中
略
）其
の
上
な
る
敬
な
ら
ず
、
其
の
下
な
る
味
な
ら
ず
。

縄
縄
と
し
て
名
づ
く
可
か
ら
ず
、
物
無
き
に
復
帰
す
。
是
れ
を
状
無
き
も

の
状
、
物
無
き
の
象
と
謂
う
。
是
を
忽
悦
と
謂
う
。
之
を
迎
え
て
其
の
首

を
見
ず
、
之
に
随

っ
て
其
の
後
を
見
ず
。
（賛
玄
第
十
四
）

と

い
う
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

つ
ま
り
、
『老
子
』

で
存
在
の
本
質
は

「
道
」

と

い
う
も
の
で
あ
り
、
そ
の

「道
」
の

一
切
の
表
象

・
特
徴
を

一
言
で

「玄
」

と
称
す
る
。
「玄
」
は

「妙
」
で
あ
る
故
に
、
美
に
な
る
。
「玄
」
は
も
と
も
と

一
種
の
黒
赤
色
を
指
し
て
い
る
が
、
距
離
が
極
め
て
遠
い
も
の
は
肉
眼
か
ら
見
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れ
ば
、
常
に
黒
赤
色
を
示
し
て
い
る
た
め
、
老
子
は
こ
れ
を
用
い
て

「道
」
を

表
現
す
る
。
し
た
が

っ
て
、
「道
」
の

一
切
の
表
象
も

「
幽
玄
」
の
内
容
と

い

え
る
。
そ
れ
は

「
ひ
っ
そ
り
し
て
音
も
な
く
、
ぼ
ん
や
り
し
て
形
も
な
い
」
と

い
う
世
界
の
根
源
、
天
地
の
始
ま
り
で
あ
り
、
「
じ

っ
と
目
を
す
え
て
み
て
も

日
に
映
ら
な
い
し
、
耳
を
す
ま
し
て
み
て
も
耳
に
入
ら
ず
、
又
、
跡
を

つ
け
て

み
て
も

つ
か
め
な
い
」
（視
之
不
見
、
幕
之
不
聞
、
博
之
不
得
）
と

い
う
境
地

で
も
あ
る
）^
こ
れ
ら
は
ま
さ
に

「幽
玄
」
と
い
う
言
葉
が
誕
生

・
成
立
し
た
際

に
有
し
て
い
た
内
容

・
意
味
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
時
代
が
や
や
下
れ
ば
、
漢
訳
仏
典
の
借
用
及
び
そ
の
普
及
に
従

い
、
「
幽
玄
」
と

い
う
概
念
は
徐
々
に

「
深
奥
で
解
く
こ
と
が
難
し
い
」
、
「神

妙
で
測
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
、
「曖
味
で
ぼ
ん
や
り
と
し
て
い
る
」
も
の

・
こ

と
を
表
現
で
き
る

「形
容
詞
」

へ
世
俗
化
し
て
き
た

一
方
、
終
始
、
芸
文
理
論

に
用
い
ら
れ
ず
、
日
本
の
よ
う
に
専
門
的
な
芸
術
批
評
用
語
に
な
れ
な
か

っ
た

こ
と
も
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
理
由
は
も
と
よ
り
王
向
遠
が
指
摘
し

た
と
お
り
、
「漢
語
の
中
に
幽
や
玄
を
形
態
素
と
す
る
、
ま
た
は
幽
や
玄
の
意

を
表
す
言
葉
は
豊
富
す
ぎ
る
」
と
い
う
部
分
が
あ
る
が
、
最
も
重
要
な
の
は

「幽

玄
」
の
抽
象
性
が
強
す
ぎ
る
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
考
え
る
）^

『老
子
』
で
記
載
さ
れ
た
よ
う
に
、
「玄
」
は

一
切
の
形
式
を
包
摂
し
、
ま
た
排

斥
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ

っ
て
、
「幽
玄
」
は

「
聖
徳
幽
玄
」
の

形
で
人
格
美
を
形
容
し
た
り
、
存
在
の
根
源
で
あ
る

「道
」
の
特
徴
を
表
現
し

た
り
す
る
こ
と
は
成
り
立

つ
が
、
具
体
的
な
形
式
美
の

一
様
式
と
し
て
は
や
は

「幽玄」はどこからきたのか 一 中国古典資料における「幽玄」の解明一

り
定
着
し
が
た
い
の
で
あ
る
。
逆
に
言
え
ば
、
日
本
の
中
世
文
芸
に
お
い
て
、
「幽

玄
体
」
が
成
立
し
た
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
抽
象
性
を
避
け
、
具
体
的
な
内
容
を

充
実
さ
せ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

註（
１

）

（
２

）

能
勢
朝
次

『能
勢
朝
次
著
作
集
Ⅱ
幽
玄
論
』
思
文
閣
、
一
九
八

一
年
、
一
一〇
四
頁
。

初
出
は

『幽
玄
論
』
（河
出
書
房
、　
一
九
四
四
年
）
で
あ
る
。

大
西
克
礼

『大
西
克
礼
美
学
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
ー
幽
玄

・
あ
は
れ

・
さ
び
』
書
卑

心
水
、

二
〇
二
年
。
初
出
は
そ
れ
ぞ
れ

『
幽
玄
と
あ
は
れ
』
（
岩
波
書
店
、

一
九
三
九
年
）、
『風
雅
論
　
「さ
び
」
の
研
究
』
（岩
波
書
店
、　
一
九
四
〇
年
）、
『万

葉
集
の
自
然
感
情
』
（岩
波
書
店
、　
一
九
四
三
年
）
で
あ
る
。

能
勢
朝
次
、
前
掲
書
、
二
〇
八
頁
。

日
本
に
お
け
る

「幽
玄
」
の
使
用
例
に
対
し
て
詳
細
な
ま
と
め
を
行

っ
た
先
行

研
究
に
は
、
赤
羽
学
の

『幽
玄
美
の
探
求
』
（弘
文
堂
、　
一
九
八
八
年
）
が
あ
る
。

赤
羽
氏
は
そ
の
中
で
、
時
代
順
と
し
て

『宝
蔵
論
』
の
前
に
、
「悲
歌
」
、
「正
旦
大

会
行
礼
歌
」、
『抱
朴
子
』
と
い
う
三
例
を
挙
げ
た
。
こ
れ
は
筆
者
の
考
察
と

一
致

し
て
い
る
。
ま
た
、
筆
者
も
先
行
研
究
が
ま
だ
論
述

・
言
及
し
て
い
な
か
っ
た
い

く
つ
か
の
例
を
発
見
し
、
後
文
で
必
要
に
応
じ
て

一
部
分
を
掲
出
す
る
。

（漢
）
許
慎
撰

・
（清
）
段
玉
裁
注

・
許
惟
賢
整
理

『説
文
解
字
注
』
鳳
凰
出
版
社
、

二
〇
〇
七
年
、
二
八
三
～
二
八
四
頁
。
書
き
出
し
文
は
尾
崎
雄
二
郎
編

『訓
読
説
文

解
字
』
東
海
大
学
出
版
社
、　
一
九
八
六
年
、
八
七
〇
～
八
七
八
頁
に
よ
る
。
下
注
同
。

自
部
日
、
隠
、
蔽
也
。
小
雅
、
桑
葉
有
幽
。
毛
日
、
幽
、
黒
色
也
。
此
謂
幽
篤

勤
之
侵
借
。
玉
藻
、
幽
衡
。
鄭
云
、
幽
讀
篤
勘
。
毛
不
易
字
、
鄭
則
易
之
。
周
祀
・

牧
人
、
陰
祀
用
幽
牲
。
守
誂
、
幽
聖
之
。
鄭
司
農
皆
幽
讀
篤
勤
、
引
爾
雅
、
地
謂

之
勘
。
今
本
幽
、
勤
字
互
調
。
炊
山
舷
。
幽
従
山
、
猶
隠
従
自
。
取
遮
蔽
之
意
。

従
舷
者
、
微
則
隠
也
。
於
州
切
。
三
部
。

自
部
に
曰
く
、
「隠
は
蔽
ふ
也
」
と
。
「小
雅
」
に

「桑
葉
に
幽
有
り
」。
毛
曰
く
、

「
幽
は
黒
色
也
」
と
。
此
れ

「
幽
」
を
謂
ひ
て

「
勘
」
の
侵
借
と
篤
す
。
「
玉
藻
」

に

「幽
衡
」。
鄭
云
ら
く
、
「幽
讀
み
て
勘
と
為
す
」
と
。
毛
は
字
を
易
へ
ず
。
鄭

（
３

）

（
４

）

（
５

）

（
６

）

55



藝術研究 第 29号 2016

は
則
ち
之
を
易
ふ
。
「
周
祀
」
牧
人
に

「
陰
祀
に
は
幽
牲
を
用
ふ
」
、
守
就
に

「
之

を
幽
聖
す
」
。
鄭
司
農
皆
な

「幽
」
讀
み
て

「勤
」
と
篤
し
、
「爾
雅
」
に
い
ふ

「
地

は
之
を
勤
と
謂
ふ
」
を
引
く
。
今
本
は

「
幽
」
「
勤
」
字
互
に
調
す
。
「
幽
」
山
に

従
ふ
は
、
猶
は

「隠
」
自
に
従
ひ
て
遮
蔽
の
意
を
取
る
が
ご
と
し
Ｇ
効
に
従
ふ
者
は
、

微
な
れ
ば
則
ち
隠
る
る
也
。
舷
亦
啓
。
於
州
の
切
。
三
部
（）

老
子
日
、
玄
之
又
玄
、
衆
妙
之
門
。
高
注
淮
南
子
日
、
天
也
（）
聖
経
不
言
玄
妙
、

至
傷
尚
書
乃
有
玄
徳
升
聞
之
語
。
謂
―
也
、
小
則
隠
（）
幽
遠
之
意
。
胡
渭
切
。

十
二
部
。
此
別

一
義
也
。
凡
染
、　
一
入
謂
之
練
（）
再
入
謂
之
積
。
三
入
謂
之
練
。

五
入
篤
級
。
七
入
篤
絡
。
而
朱
典
玄
、
周
程
、
爾
雅
無
明
文
Э
鄭
注
儀
祀
日
、
朱

則
四
入
典
。
注
周
祀
日
、
玄
色
者
、
在
級
絡
之
間
（）
其
六
入
者
典
。
　
按
練
染
以
黒

則
篤
級
。
級
、
漢
時
今
文
祀
作
爵
、
言
如
爵
頭
色
也

）^
許
書
作
綾
。
続
既
微
黒
、

又
染
則
更
黒
、
而
赤
尚
隠
隠
可
見
也
ｃ
故
日
黒
而
有
赤
色
、
至
七
入
則
赤
不
見
実
。

絡
典
玄
通
俗
、
故
謹
家
謂
絹
布
衣
篤
玄
端
（）

「
老
子
」
に
曰
く
、
「
玄
の
又
た
玄
、
衆
妙
の
門
」
と
。
高

「
淮
南
子
」
に
注
し

て
曰
く

「
天
也
」
と
。
聖
経
は

「玄
妙

一
を
言
は
ず
。
傷

「尚
書
」
に
至
り
て
は
、

乃
ち

「玄
徳
升
聞
す
」
の
語
有
り
３
８
を
謂
ふ
也

）^
小
な
れ
ば
則
ち
隠
。
幽
遠
の
意
。

胡
渭
の
切

）^
十
二
部

）^
此
れ
別
の

一
義
也
二
凡
そ
染
む
る
こ
と
、　
一
入
は
之
を
線

と
謂
ひ
、
再
入
は
之
を
積
と
謂
ひ
、
三
入
は
之
を
練
と
謂
ふ
。
五
入
を
諏
と
篤
す
。

七
入
を
結
と
篤
す
こ
而
も
朱
は
玄
と

一
日
程

一
「爾
雅
」
に
明
文
無
し
。
鄭

「儀
祀
」

に
注
し
て
曰
く
、
一朱
は
則
ち
四
入
典

一
と
＾
「
周
祀
」
に
注
し
て
曰
く
、
「玄
色
な

る
者
は
、
級

・
繕
の
間
に
有
り
。
其
の
六
入
す
る
者
典
」
と
。
按
ず
る
に
練
は
染

む
る
に
黒
を
以
て
す
れ
ば
、
則
ち
級
と
篤
る
こ
「
級
」
は
漢
時
　
今
文
の

「祀
」
は

「爵
」
に
作
り
、
爵
頭
色
の
如
き
を
言
ふ
也

´
許
書

「綾
」
に
作
る
。
縄
は
既
に
微

黒
に
し
て
、
又
た
染
む
れ
ば
則
ち
更
に
黒
く
、
而
も
赤
は
尚
は
隠
隠
と
し
て
見
る

可
き
也
。
故
に
曰
く
、
「黒
に
し
て
而
も
赤
色
有
り
」
と
。
七
入
に
至
れ
ば
、
則
ち

赤
見
え
ず
実
。
結
は
玄
と
通
俗
す
。
故
に
程
家
は
縦
布
の
衣
を
謂
ひ
て
玄
端
と
篤
す
（）

（７
）

白
川
静

（
『字
通
』
平
凡
社
、　
一
九
五
六
年
、　
一
五
四
〇
頁
）
に
よ
れ
ば
、
「
幽
」

は

一
生
＋
火
」
の
会
意
で
あ
り
、
糸
束
を
火
で
燻
べ
て
黒
色
と
す
る
意
で
あ
る
。

（８
）

近
年
の
出
土
文
献
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
「糸
」
は

「
万
万
九
千
丈
」
と

い
う
天
と

地
の
距
離
の
象
徴
と
し
て
、
日
中
両
国
の
古
墓
の
副
葬
品
リ
ス
ト
に
多
く
発
見
さ

れ
て
い
る
。
詳
細
は
門
司
尚
之

「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
古
墓
の
副
葬
品
に
見
え
る

「
天

に
昇
る
た
め
の
糸
」
―
―
五
～
六
世
紀
の
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
古
墓
の
副
葬
品
リ
ス
ト

に
み
え
る

「攀
天
糸
万
万
九
千
丈
Ｌ

『
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
来
世
観
』
所
収
、
勉
誠

出
版
社
、
二
〇

一
五
年
、
八
九
～

一
二
人
頁
を

参
照
さ
れ
た
い
。

谷
山
茂

『谷
山
茂
著
作
集
Ｉ
幽
玄
』
角
川
書
店
、　
一
九
八
二
年
、
九
頁
。

王
向
遠

『日
本
之
文
与
日
本
之
美
』
新
星
出
版
社
、
二
〇

一
三
年
、　
一
〇
五
頁
。

109
原
文
は

「幽
与
玄
二
字
合

一
、
為
同
義
連
文
」
で
あ
る
。

（Ｈ
）

中
国
明
末
清
初
の
儒
学
者
。
元
の
名
を
維
、
字
を
忠
清
と
い
う
。
清
に
な
っ
て

炎
武
と
い
う
名
に
改
め
、
字
は
寧
人
、
号
は
亭
林
と
し
た
。

（‐２
）

黎
輝
亮

「談
古
代
漢
語
的
同
義
連
文
」
『海
南
大
学
学
報
Ｉ
』
、　
一
九
八
四
年
、

六
七
～
八

一
頁
。

（‐３
）

中
国
三
国
時
代
魏
の
詩
人
、
字
は
子
建
。
曹
操
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
、
の
ち

陳
王
に
封
じ
ら
れ
、陳
思
王
と
も
呼
ば
れ
る
。
建
安
文
学
の
代
表
者
の
一
人
て
あ
り
、

「
詩
聖
」
と
い
う
評
価
も
あ
る
。
Ｔ
一国
志
』
巷
十
九
に
は

「
陳
思
王
植
」
（魏
書

十
九
）
と
い
う
列
伝
が
残
っ
て
い
る
。

（‐４
）

中
国
唐
代
の
学
者
、
字
不
詳
。
書
道
家
李
昌
の
父
。
『文
選
』
六
十
巷
を
注
訳
し

た
た
め
、
世
に
よ
く
知
ら
れ
た
。
『旧
唐
書
』
巷

一
人
九
上
に
は

「儒
学
上

・
李
善

列
伝
」
（第

一
百
三
十
九
上
）
が
残
っ
て
い
る
。

（‐５
）

（梁
）
爺
統
編

・
（唐
）
李
善
注

『文
選
』
上
海
古
籍
出
版
社
、　
一
九
八
六
年
、

一
五
七
六
頁
。
な
お
、
巷
九
所
収

「長
尋
賦
」
（陽
子
雲
）
に
も
同
じ
く
注
釈
を
下

し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、
後
文
に
は
掲
出
す
る
。

（‐６
）

中
国
後
漢
時
代
の
文
学
家
・科
学
家
、
字
は
平
子
。
世
界
初
の
地
動
儀

（地
震
計
）

を
発
明
し
た
科
学
家
と
し
て
、
今
日
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
実
は
彼
も
優
れ

た
文
学
家
で
あ
り
、
コ
一京
賦
」、
「帰
田
賦
」
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
詩
賦
を
創

作
し
、
「漢
賦
四
大
家
」
の

一
人
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
『後
漢
書
』
巷
八
十
九
に

は

「張
衡
列
伝
」
（第
四
十
九
）
が
残
っ
て
い
る
。

（‐７
）

（
漢
）
張
衡
著

・
張
震
沢
注

『
張
衡
詩
文
集
校
注
』
上
海
古
籍
出
版
社
、

二
〇
〇
九
年
、
二
四
七
頁
。

（‐８
）

荘
子
が
楚
に
旅
を
し
て
い
た
時
に
あ

っ
た
冊
骸
と
の
会
話
を
中
心
と
し
た
も
の

で
あ
り
、
冊
餞
の
口
で

「楽
死
悪
生
」
の
道
理
を
提
示
し
た
。
つ
ま
り
、
「死
ん
で

し
ま
え
ば
、
君
主
も
臣
下
も
存
在
せ
ず
、
四
季
の
仕
事
に
追
わ
れ
る
こ
と
も
な
く
、

ゆ
っ
く
り
と
天
地
の
悠
久
な
時
間
を
青
秋
と
し
て
い
る
。
…
…
そ
れ
は
天
子
に
も
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勝
る
楽
だ
」
（金
谷
治
訳
注

『荘
子
』
第
三
冊
、
岩
波
文
庫
、　
一
九
八
二
年
、　
一
八

～
二

一
頁
）
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

（‐９
）

（南
朝
）
疱
嘩
撰

ｏ
（唐
）
李
賢
等
注

『後
漢
書
』
中
華
書
局
、　
一
九
六
五
年
、

四
五

一
頁
。

（２０
）

廃
帝
と
し
て
、
『後
漢
書
』
に
は
専
門
的
に
記
載
し
て
い
る
本
記
が
な
く
、
た
だ

「巷
十

・
后
記

（下
と

の

「霊
思
何
皇
后
」
に
お
い
て
言
及
さ
れ
た
。
実
は
少
帝

・

劉
耕
は
漢
霊
帝
の
嫡
長
子
で
あ
り
、
霊
帝
の
崩
御
に
伴
い
、
何
太
后
と
そ
の
兄
で

あ
る
何
進
に
よ
っ
て
幼
い
年
で
擁
立
さ
れ
た
。
し
か
し
、
何
進
は
ま
も
な
く
宦
官

集
団
の

「十
常
侍
」
と
の
戦
い
で
殺
さ
れ
、
劉
排
も
宮
廷
か
ら
出
る
こ
と
を
強
制

さ
れ
、
そ
し
て

「勤
王
」
の
名
義
で
洛
に
入
っ
た
董
卓
に
握
ら
れ
、
や
む
を
え
ず

に
弟
の
劉
協

（献
帝
）
に
皇
位
を
譲
っ
て
し
ま
っ
た
。
結
局
、
反
董
卓
連
合
が
起
こ
っ

た
時
に
、
童
卓
に
命
じ
ら
れ
た
李
儒
に
よ
っ
て
毒
殺
さ
れ
、
十
八
歳
の
年
で
あ
っ
た
。

（２‐
）

（晋
）
陸
雲
著

・
黄
葵
校
注

『陸
雲
集
』
中
華
書
局
、　
一
九
八
八
年
、
七

一
頁
。

（２２
）

中
国
西
晋
時
代
の
政
治
家

・
文
学
者
、
字
は
士
龍
（）
兄
の
陸
機
と
共
に

「
二
陸
」

と
称
さ
れ
、
祖
父
と
父
が
そ
れ
ぞ
れ
三
国
時
代
の
呉
の
重
臣
陸
遜
と
陸
抗
で
あ
る
。

『晋
書
』
巷
五
十
四
に
は

「陸
雲
列
伝
」
（第
二
十
四
）
が
残
っ
て
い
る
ｃ

（２３
）

（南
朝
）
劉
認
著
・
範
文
瀾
注

『文
心
離
龍
』
人
民
文
学
出
版
社
、　
一
九
六
二
年
、

七
〇

一
頁
。
書
き
下
し
文
は
佐
藤
利
行

『陸
雲
研
究
』
白
帝
社
、　
一
九
九
〇
年
、

八
二
頁
に
よ
る
（）

（２４
）

そ
の

「贈
顧
尚
書
」
に
続
い
て

「贈
顧
彦
先
五
章
」
と
い
う
詩
文
も
収
録
さ
れ

て
い
る
（）
顧
彦
先
は
間
違
い
な
く
顧
栄

（生
年
不
詳
～
三

一
二
年
）
の

アヽ
一で
あ
る
。

顧
栄
と
い
う
人
は
呉
の
丞
相
顧
衆
の
孫
、
宜
都
郡
太
守
の
顧
穆
の
子
で
あ
り
、
字

は
彦
先
、
若
く
し
て
呉
に
仕
え
、
黄
門
侍
郎

・
太
子
輔
義
都
尉
と
な
っ
た
（）
呉
が

滅
び
た
後
、
陸
機
兄
弟
と
と
も
に
洛
陽
に
入
り
、
当
時
の
人
に

「
三
俊

一
と
称
さ

れ
た
。
郎
中
に
任
じ
ら
れ
、
尚
書
郎
・太
子
中
舎
人
・廷
尉
正
を
歴
任
し
た
）^
豆
日
書
』

巷
六
十
八
に
は

「顧
栄
列
伝
」
（第
三
十
八
）
が
残
っ
て
い
る
ｃ

（２５
）

（晋
）
竺
道
爽
著

「
竺
道
爽
檄
太
山
文
」
『大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
五
十
二
冊
、

大
蔵
出
版
社
、　
一
九
三
二
年
、
九

一
頁
。

（２６
）

竺
道
爽
そ
の
人
物
に
つ
い
て
は

『高
僧
伝
』
な
ど
に
も
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

劉
凌

（扉
二
道
爽
檄
太
山
文
的
文
化
意
蘊
」
『泰
安
師
専
学
報
２‐
』
、　
一
九
九
九
年
、

六
～

一
〇
頁
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
作
は
晋
安
帝
義
熙
十

一
年

（四

一
五
年
）
の
も

「幽玄」はどこからきたのか 一 中国古典資料における「幽玄」の解明―

の
で
あ
り
、
竺
道
爽
は
儒

・
道

・
仏
三
教
に
も
詳
し
い
道
生
の

一
系
の
僧
侶
に
該

当
す
べ
き
で
あ
る
。
道
生

（三
五
五
年
～
四
三
四
年
）
は
、
中
国
魏
晋
南
北
朝
時

代
に
活
躍
し
た
僧
で
あ
る
。
幼
少
時
か
ら
竺
法
汰
に
随
い
出
家
し
、
ア
置

の
姓
を

つ
け
て
竺
道
生
と
い
う
。
仏
典
を
解
釈
す
る
の
が
得
意
で
あ
り
、
道
家
の
理
念
を

仏
性
の
討
論
・分
析
に
導
入
す
る
の
も
有
名
で
あ
り
、
『高
僧
伝
』
巷
第
七
に
は

「宋

京
師
龍
光
寺
竺
道
生
伝
」
が
残
っ
て
い
る
。

（２７
）

中
国
神
話
上

・
山
岳
信
仰
上
の
仙
人
で
あ
る
。
西
王
母
が
女
仙
を
統
率
す
る
の

に
対
し
、
東
王
公
は
男
仙
を
統
率
す
る
。

（２８
）

赤
羽
学
、
前
掲
書
、
二
五
～
二
六
頁
。
森
神
逍
遥

『佗
び
然
び
幽
玄
の
こ
こ
ろ

―
西
洋
哲
学
を
超
え
る
上
位
意
識
―
』
桜
の
花
出
版
社
、
二
〇

一
五
年
、
七
五
頁
。

（２９
）

中
国
後
漢
時
代
の
政
治
家

・
経
学
家
。
字
は
慈
明
。
『礼
』
、
『易
伝
』
、
『詩
伝
』

な
ど
を
著
述
し
、
碩
儒
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

（３０
）

（唐
）
李
鼎
詐
著

・
陳
徳
述
整
理

『周
易
集
解
』
巴
蜀
書
社
、　
一
九
九

一
年
、

三
〇
頁
。

（３‐
）

（戦
）
列
子
著

・
景
中
注

『列
子
』
中
華
書
局
、
二
〇
〇
七
年
、
四
二
頁
。

（３２
）

そ
の
記
載
は
い
わ
ゆ
る

『左
伝
』
に
あ
る

「魂
塊
、
神
霊
之
名
、
本
従
形
気
而
有
。　
　
　
　
　
５７

形
気
既
殊
、
魂
塊
各
異
、
附
形
之
霊
為
塊
、
附
気
之
神
為
魂
也
」
（昭
公
十
年
）、
『管

子
』
に
あ
る

「
精
也
者
、
気
之
精
者
也
。
人
之
生
也
、
天
出
其
精
、
地
出
其
形
、

合
此
以
為
人
」
（内
業
）、
『礼
記
』
に
あ
る

「元
気
帰
於
天
、
形
帰
於
地
、
自
児
帰

於
鬼
也
」
（礼
運
）、
『大
戴
礼
紀
』
に
あ
る

「神
為
魂
、
霊
為
塊
、
魂
塊
者
、
陰
陽

之
精
、
有
生
之
本
也
。
及
其
死
也
、
魂
気
上
昇
於
天
為
神
、
体
塊
下
降
於
地
為
鬼
。

各
反
其
所
出
也
」
（曽
子
天
円
）
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

（３３
）

（戦
）
列
子
著

・
景
中
注
、
前
掲
書
、
六
頁
。
書
き
下
し
文
は
小
林
信
明
著

・
西

林
真
記
子
編

『新
書
漢
文
大
系
・列
子
』
明
治
書
院
、
一
一〇
〇
五
年
、
一
五
頁
に
よ
る
。

（３４
）

（宋
）
李
防
等
編

『太
平
御
覧
』
中
華
書
局
、　
一
九
五
九
年
、
三
〇
二
三
頁
。

（３５
）

中
国
の
山
岳
信
仰
に
お
け
る
昆
帯
山
や
泰
山
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
曽
布

川
寛

『昆
帯
山
へ
の
昇
仙

¨
古
代
中
国
人
が
描
い
た
死
後
の
世
界
』
中
央
公
論
社
、

一
九
八

一
年
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（３６
）

（唐
）
房
玄
齢
等
撰

『晋
書
』
中
華
書
局
、　
一
九
七
四
年
、
六
八
八
頁
。

（３７
）

中
国
西
晋
時
代
の
文
学
家
、
字
は
子
安
。
経
伝
を
手
広
く
修
め
、
辞
賦
は
特
に

華
麗
で
あ
る
。
当
時
文
壇
の
盟
主
で
あ
る
張
華
に
推
薦
さ
れ
、
太
常
博
士
な
ど
を
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歴
任
し
た
。
『晋
書
』
巷
九
十
二
に
は

「文
苑
・成
公
綾
列
伝
」
（第
六
十
二
）
が
残

っ

て
い
る
。

（３８
）

（唐
）
玄
奨

・
辮
机
著
、
季
羨
林
等
校
注

『大
唐
西
域
記
校
注
』
中
華
書
局
、

一
九
八
五
年
、
四
〇
四
頁
。

（３９
）

ま
た

『西
域
記
』
と
い
う
。
全
部
十
二
巷
、
玄
英
が
口
述
し
、
撰
し
た
の
は
長
安
・

会
昌
寺

の
僧
辮
機
で
あ
る
。
貞
観
元
年
か
ら
貞
観
十
九
年
ま
で
、
玄
奨
が
求
法
の

た
め
、
歴
訪
し
た
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
イ
ン
ド
に
わ
た
る

一
一
〇
か
国
お
よ
び
伝
聞

し
た
二
人
か
国
の
こ
と
を
内
容
に
記
し
た
見
聞
録

・
地
誌
で
あ
る
。

（４０
）

（
梁

）
講
統
編

・
（
唐

）
李
善
注
、
前
掲
書
、　
一
五
七
六
頁
、

四
〇
三
頁
、

一
▲

一天

頁
。

（４‐
）

中
国
前
漢
時
代
末
期
の
文
人

・
学
者
、
字
は
子
雲

）^
「
甘
泉
賦
」
「
羽
猟
賦
」
「長

楊
賦
」
な
ど
の
賦
文
お
よ
び

「太
玄
」
「法
言
」
な
ど
の
思
想
書
を
著
し
た
。

（４２
）

（魏
）
王
弼
注

・
楼
宇
烈
校
釈

『老
子
道
徳
経
校
釈
』
中
華
書
局
、
二
〇
〇
八
年
、

二
四
頁
（）
書
き
下
し
文
は
小
川
環
樹
訳

一老
子
』
明
治
書
院
、
二
〇
〇
五
年
、

三
二
頁
に
よ
る
。

（４３
）

（梁
）
陶
弘
景
著

・
吉
川
忠
夫
等
編

・
朱
越
利
訳

『真
詰
校
注
』
中
国
社
会
科
学

出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
、
五
三
七
頁

〉^

（４４
）

（
唐

）
韓
愈

著

・
屈
守

元
等

編

一
韓
愈

全
集
校
注
』

四
川
大
学
出
版
社
、

一
九
九
六
年
、　
頁

×
）
四
頁
。

（４５
）

中
国
南
北
朝
時
代
の
医
学
者

・
科
学
者
、
字
は
通
明
。
道
教
の
茅
山
派
の
開
祖

と
も
さ
れ
て
い
る
）^
一本
草
経
集
注
』
と

い
う
医
学
書
か
ら

『真
詰
』
ま
で
幅
広
く

著
述
し
た
。
一真
詰
」
は
今
日
に
上
清
派
の
歴
史
や
教
義
を
研
究
す
る
時
、
最
も
重

要
な
文
献
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
『梁
書
一
巷
五

一
に
は

「
陶
弘
景
列
伝
」
（第

四
十
五
）
が
残

っ
て
い
る
。

（４６
）

中
国
唐
中
期
を
代
表
す
る
文
人

・
士
大
夫
で
あ
る
。
唐
宋
八
大
家
の

一
人
．）
字

は
退
之
、
論
は
文
公
ｃ
四
六
餅
優
文
と

い
う
六
朝
以
来
の
修
辞
主
義
の
傾
向
を
批

判
し
、
秦
漢
以
前
の
文
を
範
に
し
て
古
文
復
興
運
動
を
提
唱
し
た
。
『旧
唐
書
』
巷

一
百
六
十
に
は

「韓
愈
列
伝
」
（第

一
百
十
）
が
残

っ
て
い
る

（４７
）

複
数
の
作
者
が
交
互
に
音
韻
を
合

い
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

一
句
あ
る
い
は
二
句
、

四
区
を
作
り
出
し
、
合
せ
て

一
編
と
な
る
漢
詩
の

一
種
類
で
あ
る
）^

（４８
）

中
国
唐
中
期
の
詩
人
、
字
は
東
野
。
韓
愈
を
中
心
と
す
る
詩
派
に
属
し
、
世
間

の
苦
し
い
こ
と
を
多
く
描
い
た
苦
吟
型
の
詩
人
で
あ
る
た
め
、蘇
戟
に
「郊
寒
島
痩
」

と
評
さ
れ
て
い
る
。

（４９
）

中
国
唐
中
期
の
文
人
・水
利
専
門
家
、
字
は
幾
道
。
仏
法
に
独
特
な
見
解
を
持
ち
、

元
和
六
年

（八

一
年
）
に
唐
憲
宗
李
純
の
勅
命
で

『大
乗
本
生
心
地
観
経
』
を
翻

訳
し
た
人
物
で
あ
る
。

（５０
）

谷
山
茂
、
前
掲
書
、　
一
五
頁
。

（５‐
）

（後
晋
）
劉
陶
等
著

『旧
唐
書
』
中
華
書
局
、　
一
九
七
五
年
、
四
二
〇
四
頁
。

（５２
）

便
宜
の
た
め
、
路
と
元
の
使
用
例
を
こ
こ
で
掲
出
す
る
。

そ
れ
ぞ
れ
は

（唐
）
騎
賓
王
著

・
（清
）
陳
熙
晋
箋
注

『騎
臨
海
集
箋
注
』
上
海
古

籍
出
版
社
、　
一
九
八
五
年
、
二
〇
四
頁
と

（唐
）
元
積
撰

・
翼
勤
点
校

『元
棋
集
』

中
華
書
局
、　
一
九
八
二
年
、　
一
四
二
頁
に
よ
る
。

「随
隠
顕
而
動
息
、
候
昏
明
而
進
退
。
委
性
命
令
幽
玄
、
任
物
理
分
推
遷
。
化
朽
木

而
含
影
、　
集
枯
草
而
蔵
姻
。
不
貪
熱
而
荀
進
、
毎
和
光
而
曲
全
。
」
（略
賓
王

・
螢

火
賦
）

「自
傷
魂
惨
温
、
何
暇
思
幽
玄
（Ｌ

（元
積

・
献
榮
陽
公
詩
）

（５３
）

（魏
）
王
弼
注

・
楼
宇
烈
校
釈
、
前
掲
書
、　
一
～
二
頁
、
三

一
～
三
二
頁
。
書
き

下
し
文
は
小
川
環
樹
訳
、
前
掲
書
、
三
頁
、
三
〇
～
三

一
頁
に
よ
る
。

（５４
）

王
向
遠
、
前
掲
書
、　
一
〇
五
頁
。

【図
版
典
拠
】

図
Ｉ
、
Ⅱ

一
加
藤
常
賢

一漢
字
の
起
原
』
角
川
書
店
、　
一
九
七
〇
年
、
七
〇
～
七
二
頁
。

図
Ⅲ

一
歌
紀
朋

「
南
宋
李
崇

「
冊
骸
幻
戯
図
」
解
析
」
『
栄
宝
斎
』

一
〇
六
期
、

一
ズ
二

三
年
）́

図
Ⅳ

一
筆
者
作
成
。

本
稿
は
、
広
島
芸
術
学
会
第

一
一
〇
回
例
会

（二
〇

一
五
年
三
月
十
五
日
）
で
口
頭

発
表
し
た
内
容
に
基
づ
い
て
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
す
。
論
文
作
成
に
あ
た
り
、
多
く

の
方
々
に
貴
重
な
ご
意
見
と
多
大
な
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

（て
い
・
し
ろ
／
広
島
大
学
大
学
院
綜
合
科
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
）
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